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町田の図書館活動をすすめる会  

代表 手 嶋  孝 典 

 

 

図書館政策に関する公開質問状 

 

 時下、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また平素のご活動に心より敬意を表

します。 

 さて、この質問状は、今般の市長選挙に立候補を表明された皆様にお送りしております。

私たちは、町田市の図書館の一層の充実を願って、図書館や図書館教育に関心を寄せる多く

の団体、個人とともに、1984 年以来活動を続けているものです。図書館行政は教育委員会の

所管ですが、この度の市長選挙に際しまして、私たちは町田の教育や文化、とりわけ市立図

書館や学校図書館の充実に力を注いでくださる方に、是非とも今後の市政を担っていただき

たいと考えております。 

 そこで、立候補者の皆様に別紙の質問事項について率直なお考えをお聞かせいただき、一

票を投ずる際の参考にさせていただきたいと考えました。 

 つきましては、ご多忙とは存じますが、2 月 10 日（木）までに郵送または FAX で、下記ま

でご回答くださるよう、よろしくお願い申し上げます。  

 なお、ご回答につきましては、当会のホームページや会報、所属団体のＭＬ等でも広く公

開させていただきますので、予めご承知おきください。 

 

 

 

                      ＜回答送付先＞ 

                      〒194-0204 町田市小山田桜台 1-16-92-204 

守谷 信二 

TEL・FAX: 042（797）2410 

 

 

 

 

 

 

 



図書館政策に関する公開質問状（回答書） 

 
町田の図書館活動をすすめる会宛 

 

 

ご回答者（候補者）名：                回答日：2022 年 2 月 日          

   

 

【問１】With コロナ、Post コロナの時代に臨んで、今後の「まちづくり」には次のように取

り組むべき様々な課題があります。次のうち、貴殿が町田市にとって特に重要だと思われ

るものを、重要度の高い順に 5 つ選んで順位付けしてください。また、コメントがあれば

併せてお書きください。 

①市民の命と健康を守る医療・保険体制の整備 

②省エネ・創エネによる持続可能な社会の実現  

③町の賑わいの創出  

④教育・文化の充実（学校教育・生涯学習施策の充実）  

⑤自然環境の保全と緑の回復 

⑥子ども、障害者、高齢者への福祉援助の強化  

⑦ジェンダー・LGBTQ 平等社会の実現 

⑧若者への就学・就労支援 

⑨その他（                               ） 

                           

 ＜順位付け＞ １位     ２位     ３位     ４位     ５位     

 

  コメント：  

 

 

 

 

 

【問２】学校図書館のあり方についてお聞きします。私たちは、小中学校における教育にと

って、学校図書館の充実と活用が急務であると考えます。しかし町田市では、20 年前に各

学校に有償ボランティアの図書指導員を配置したのみで、現状は他の自治体と比べて機能

や環境面で大変後れを取っていると言わざるを得ません。そこで、市長として特に力を入

れるべきとお考えの取り組みを、次の中から 3 つまで選んで〇をお付けください。 

  ①学校図書館の図書購入費を十分に措置する。 

  ②司書教諭がしっかり学校図書館に関われるように教員数を増やす。  

  ③図書指導員の待遇を向上させるとともに、従事時間数や日数を多くする。 

  ④図書指導員の代わりに、専門的知識や実践経験のある学校司書を公募、配置する。 

  ⑤デジタル時代に即して、学校図書館も ICT 活用に対応できる環境と人材を整える。 

  ⑥その他（                               ） 



【問３】市立図書館のあり方についてお聞きします。 

（１）町田の図書館はどうあるべきだとお考えですか。次のうちお考えに近いものにすべて

〇を付けてください。 

  ①インターネット等により必要な情報が容易に手に入るので、図書館の必要性は相対的

に低下している。いま以上に充実させなくてもよい。 

  ②市民の知的活動を支えるインフラとして欠かせないものであり、サービス空白地域を

解消するために、将来的にはさらに館数を増やすなどの充実が必要である。   

  ③市の財政状況等を考慮すると、指定管理者制度など民間の力を活用した運営を行う必

要がある。 

  ④市民の知る権利や読書の自由を保障する施設であり、効率化を図りつつ市が直営で運

営すべきである。 

⑤資料提供や読書推進よりも、多様なイベント等による賑わいや交流の拠点としての機  

 能を重視すべきだ。 

⑥ベストセラーや文庫本などではなく、市民が購入しにくい高価な本を中心に揃えるべ  

 きだ。 

⑦市民が必要とするあらゆる資料・情報を無料で提供するのが公立図書館の使命である。 

⑧図書館職員には専門職としての司書を採用・配置する必要がある。 

⑨図書館職員の専門性はそれほど必要ないので、必ずしも司書である必要はない。  

⑩その他（                               ） 

 

（２）現在、町田市立図書館の図書購入費は市民 1 人当たり 76.6 円（2020 年度）で、東京

の市区部で最低（多摩各市平均の 3 分の 1 以下）です。こうした現状をどうお考えでしょ

うか。お考えに近いものを１つ選んで〇をお付けください。 

  ①早急に大幅な増額をすべきだ。 

  ②せめて多摩地域各市の平均まで増額すべきだ。 

  ③今後の財政運営等を考慮すると、当面低くても止むを得ない。 

  ④可能ならさらに圧縮する必要がある。 

  ⑤その他（                               ） 

  

（３）2020 年 2 月に教育委員会によって策定された「効率的・効果的な図書館サービスのア

クションプラン」では、現在 8 館ある図書館のうち 2 館の廃止、残りの図書館についても

指定管理者制度化（民営化）を順次進めるとされています。これについて、お考えをお聞

かせください。該当するものを 1 つ選んで〇をお付けください。 

  ①現在の社会情勢では止むを得ないので、「アクションプラン」通りに進めるべきだ。 

  ②「アクションプラン」のうち、すでに実施済みのものは一定期間後にその成否を検証

することとし、それ以外は改めてプランの妥当性を再検討すべきだ。 

  ③「アクションプラン」自体を白紙に戻し、新たな図書館振興プランを策定するべきだ。 

  ④その他（                               ） 

 

        

 

 ご協力、ありがとうございました。ご健闘をお祈りいたします。 


